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＜めざす生徒像＞

（知）自ら学ぶ生徒 古殿町立古殿中学校
（徳）礼儀正しく思いやりのある生徒 校長 大高 文雄
（体）心身ともに健康な生徒

今週から「衣替え」
６月に入り、「衣替え」の季節となりました。事前に準

備期間を設けていたので、２日（月）の朝の確認では、
一斉に夏服に変わっていました。【ご家庭での準備等、お
世話になりました。】
衣替えは、もともとは中国の風習で、日本には平安時

代に伝来し、貴族の間だけで行われる行事だったようで
す。それが時の経過とともに、世間一般でも行われ続け
られてきました。また、この衣替えがあるので、季節の

変わり目を肌で感じたり、目で確認できたりもします。
しかしながら、気候変動（異常気象）による海面温度の上昇で、旬の魚の時期が変

わる、食することができなくなる、などということが起こっています。また、栽培技
術の進歩で季節に関係なく様々な野菜を食することもできたりします。そうなると、
今までの季節感に違和感を感じるようになります。また、温暖化により亜熱帯の気候
に変わると、近い将来、日本特有の四季がなくなるかもし
れません。そうなると、沖縄や東南アジアの人たちのよう
に半袖で過ごすことが多くなり、衣替えの習慣がなくなる
可能性が出てきます。
今の子ども達が年を取り、おじいちゃん、おばあちゃん

になる５０年後に、「昔はそんなことがあったね～。」とか、
「衣替え」という言葉自体が死語になっていないことを祈
るばかりです。

「教育実習」終わる
３週間の教育実習も今日で終わりを迎えました。最終週の今

週は、毎日のように実習生による研究授業が行われ、とても忙
しく、大変な思いをした１週間だったと思います。
今回、２人の卒業生が教育実習に

来ましたが、いつも笑顔を絶やさず、
元気に子ども達に接し頑張っていま
した。この経験を今後の学業に生か
すとともに、卒業後に教員になる夢

をぜひ実現してほしいと思います。そして、卒業後は教壇
に立ち、１日も早く本物（授業で勝負できる教師）の先生
としての活躍を期待したいです。

「高校説明会」終わる
昨日の午後は、３年生とその保護者を対象に「高校説明

会」を行いました。お忙しい中、本校生徒の進学先の希望
が多い５校の担当の先生方に来校いただき、入試関係や学
校紹介などをしていただきました。また、保護者の皆様に
おかれましても、お仕事等でお忙しい中、ご参加いただき
ありがとうございました。
本校では、例年だと９月に実施していたのですが、先生

方で協議して今年度からは６月に早めて実施することにしました。その理由として、
いくつかあります。①３年生は、６月の中体連で負けた場合は引退し、受験に切り替
わるので６月実施はタイミングとして良いため。②夏休み中に高校体験入学が控えて
いるため。③７月に三者面談を行うため。（学習や進路の話が中心）④9月だと受験校
を決定している生徒が一定数いるので、説明会の効果がないため。ただ、ひとつ言え
ることは、「何かを始めるには、そのスタートが早ければ早いほごが良い」と言うこ
とです。受験や進路の意識を早くもたせ、余裕をもって取り組ませたい、と言うのが
学校としての結論なので、ご理解いただけると有難いです。
今日の説明を聞き、今後の志望校選択や体験入学の参加等の参考になったことと思

います。三者面談中に「親子ゲンカ」にならないうように、ご家庭でもよく話し合っ
ていただきますようよろしくお願いいたします。


